
川
尻
校
区
で
は
子
供
か
ら

大
人
ま
で
四
季
折
々
色
々
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
川
尻
小
学
校
の

４
年
生
を
対
象
に
十
数
年
間

続
け
ら
れ
て
い
る
野
鳥
観
察

会
（
バ
ー
ド
ウ
ッ
チ
ン
グ
）

の
様
子
と
、
町
民
の
皆
様
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
野
鳥
の
種

類
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

子
供
た
ち
の
野
鳥
観
察
会

は
冬
の
渡
り
鳥
が
多
く
み
ら

れ
る
２
月
～
３
月
の
季
節
に

行
わ
れ
ま
す
。

川
尻
校
区
は
緑
川
や
加
勢

川
を
は
じ
め
幾
つ
も
の
川
に

囲
ま
れ
自
然
豊
か
な
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

数
多
く
の
鳥
と
種
類
が
見
れ

る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

意
外
に
思
わ
れ
る
の
は
国

鳥
の
「
キ
ジ
」
も
い
ま
す
し
、

カ
ワ
セ
ミ
は
数
多
く
生
息
し

て
い
ま
す
。

毎
年
の
野
鳥
観
察
会
で
は

20
種
～
26
種
類
の
野
鳥
が
確

認
で
き
、
年
間
で
は
50
種
ほ

ど
の
鳥
が
い
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
観
察
会
の
目
的
は

野
鳥
だ
け
で
な
く
「
春
の
訪

れ
」
や
「
川
尻
八
百
年
の
歴

史
」
を
探
し
求
め
る
こ
と
も

重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

子
供
た
ち
は
、
朝
一
番
に

小
学
校
玄
関
に
集
合
し
、
鳥

の
見
分
け
方
（
大
き
さ
・
色
・

飛
び
方
・
鳴
き
方
）
の
説
明

を
受
け
、
双
眼
鏡
や
図
鑑
を

持
参
し
学
校
を
出
発
し
ま
す
。

コ
ー
ス
の
途
中
に
は
閻
魔

さ
ん
で
有
名
な
法
性
寺
、
薩

摩
の
島
津
家
の
宿
跡
、
ま
た
、

ズ
イ
ヨ
ウ
の
蒸
気
や
香
り
は

他
の
地
域
で
は
味
わ
え
な
い

季
節
感
を
体
験
で
き
ま
す
。

子
供
た
ち
の
目
に
焼
き
付

く
風
景
も
あ
り
、
加
勢
川
や

船
着
き
場
の
景
色
に
接
す
る

と
感
動
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

所
要
時
間
は
２
時
間
ほ
ど

の
コ
ー
ス
で
す
が
、
子
供
た

ち
に
は
心
に
深
く
刻
ま
れ
る

川
尻
校
区
の
生
き
た
学
習
の

場
の
よ
う
で
す
。

３
月
５
日
、
加
勢

川
の
左
岸
河
原
に
、

昨
年
に
続
き
西
南
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
金

子
正
一
会
長
）
と
川

尻
小
緑
の
少
年
団
に

よ
る
フ
ジ
バ
カ
マ
の

苗
（
60
鉢
）
の
植
栽

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
10
月
10
日

～
25
日
間
に
は
数
多

く
の
旅
す
る
蝶
チ
ョ

「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」

が
飛
来
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

川
尻
小
学
校
の
子
供
た
ち

は
、
学
年
ご
と
に
テ
ー
マ
が

掲
げ
ら
れ
地
域
の
中
で
色
々

な
取
り
組
み
や
学
習
が
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
熊
本
震
災
が
あ
り

子
供
た
ち
に
と
っ
て
生
涯
の

記
憶
に
残
る
想
い
出
の
年
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

例
年
、
５
年
生
は
10
月
に

小
学
校
の
横
を
流
れ
る
無
田

川
で
「
川
に
棲
む
生
物
調
査
」

（
魚
と
り
の
体
験

学
習
）
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

11
月
29
日
、
少

し
寒
く
な
っ
た
気

候
の
中
で
全
員
、

足
を
川
底
に
取
ら

れ
な
が
ら
奮
闘
し

て
い
ま
し
た
。

川
尻
小
学
校
の
横

を
流
れ
る
無
田
川
は
、
下
流

地
域
の
用
水
路
で
５
月
か
ら

は
水
が
張
ら

れ
、
河
尻
神

宮
秋
の
大
祭

前
の
10
月
中

頃
に
は
水
が

落
と
さ
れ
、

川
の
生
物
を

調
べ
る
に
は

最
適
の
状
況

と
な
り
ま
す
。

取
れ
た
魚
の
中
に
は
絶
滅

危
惧
種
の
タ
ナ
ゴ
類
な
ど
も

多
く
い
ま
す
が
、
外
来
種
の

多
さ
が
気
に
な
り
ま
す
。

川
尻
校
区
を
町
役
場
に
例

え
る
と
、
自
治
会
連
合
会
の

会
長
さ
ん
が
町
長
さ
ん
と
い

え
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
は
、
熊
本
市

の
各
校
区
に
自
治
協
議
会
が

設
け
ら
れ
、
川
尻
校
区
で
は

自
治
会
連
合
会
の
会
長
が
同

会
の
会
長
さ
ん
で
す
。

前
任
は
10
町
内
の
中
村
亮

一
会
長
で
し
た
。
昨
年
か
ら

12
町
内
（
川
尻
駅
前
周
辺
）

の
玉
真
勇
一
会
長
が
選
ば
れ
、

若
手
の
メ
ン
バ
ー
が
事
務
局

運
営
な
ど
さ
れ
活
発
に
な
り

そ
う
で
す
。

20
年
ほ
ど
前
、
熊
本
市
と

姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ
の
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
に
出
向
い
た
事

が
あ
り
ま
す
。

と
て
も
印
象
的
な
こ
と
は

河
尻
神
宮
の
歴
史
と
同
地
の

築
城
が
共
に
８
０
０
年
祭
を

迎
え
る
年
で
し
た
。

子
供
た
ち
と
一
緒
に
町

中
を
回
っ
て
い
る
と
、
至
る

所
に
歴
史
を
語
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
、
上
の
魚
取
り
の

写
真
は
、
小
学
校
か
ら
西
に

５
０
０
ｍ
ほ
ど
に
あ
る
「
が

め
ぜ
き
」
で
す
。
こ
の
様
な

堰
（
せ
き
）
と
橋
が
昔
の
ま

ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
場
所

な
ど
県
内
で
も
多
く
は
な
い

で
し
ょ
う
。

新
生

南
部
市
民
の
会
を

引
き
受
け
「
河
陽
新
聞
」
を

再
発
行
し
、
今
度
で
21
号
、

年
に
３
回
の
発
刊
で
す
か
ら

７
年
に
な
り
ま
し
た
。

川
尻
校
区
も
新
た
な
時
代

を
迎
え
、
川
尻
校
区
自
治
協

議
会
が
新
た
な
人
々
や
運
営

で
進
め
ら
れ
、
も
っ
と
多
く

の
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と

と
期
待
し
て
い
ま
す
（
м
）
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河
陽
新
聞

今
年
も
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

今
年
で
第
64
回
目
を
迎
え

た
川
尻
校
区
の
成
人
式
は
、

例
年
の
よ
う
に
、
正
月
３
日

午
前
11
時
か
ら
５
町
内
の

「
料
亭
い
わ
村
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

昭
和
28
年
に
始
め
ら
れ
た

川
尻
校
区
成
人
式
は
、
開
始

以
来
、
川
尻
公
会
堂
の
大
広

間
で
婦
人
会
な
ど
地
域
の
人

の
手
づ
く
り
成
人
式
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

公
会
堂
が
耐
震
工
事
中
で
、

将
来
は
ま
た
川
尻
公
会
堂
で

行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

今
年
「
成
人
」
を
迎
え
る

川
尻
小
卒
業
生
は
64
人
、
参

加
者
は
32
人
で
し
た
。

式
場
の
右
側
に
は
各
町
内

の
自
治
会
や
民
生
委
員
の
方
々

な
ど
35
名
が
列
席
さ
れ
、

左
側
に
は
上
記
の
写
真
の
よ

う
に
小
学
校
時
代
に
関
わ
ら

れ
た
先
生
５
名
、
そ
の
後
ろ

に
は
、
成
人
式
を
主
宰
さ
れ

た
公
民
館
の
方
々
22
名
、
そ

れ
に
校
区
の
各
種
団
体
代
表

者
20
名
で
囲
ま
れ
成
人
の
儀

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
成
人
者
の
後
ろ
に

は
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン

を
構
え
た
親
御
さ
ん
が
最
初

か
ら
最
後
ま
で
見
守
ら
れ
、

ま
さ
に
川
尻
ら
し
い
成
人
式

の
様
子
で
し
た
。

第
64
回
川
尻
校
区
成
人
式

小
学
校
の
先
生
も
感
動
の
祝
辞

西
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
苗
の
贈
呈

５
年
生
は
無
田
川
に
棲
む
生
物
の
調
査

新
し
い
自
治
協
議
会
が

動
き
出
し
ま
し
た
。

編
集
後
記



今
回
の
河
陽
新
聞
で
は
、

ご
要
望
の
多
か
っ
た
校
区
で

見
れ
る
鳥
を
紹
介
し
ま
す
。

自
然
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

の
一
つ
と
し
て
、
鳥
の
種
類

を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
逆
と
し
て
鳥
の

姿
が
見
れ
な
い
所
は
空
気
、

エ
サ
や
水
な
ど
食
料
事
情
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

先
ず
は
鳥
に
な
っ
た
気
分

で
空
か
ら
眺
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
ス
ズ
メ
◆
キ
ジ
バ
ト

◆
キ
ジ

◆
ヒ
バ
リ

◆
ド
バ
ト
◆
ツ
グ
ミ

◆
カ
ラ
ス
◆
ホ
オ
ジ
ロ

◆
メ
ジ
ロ
◆
ヒ
ヨ
ド
リ

◆
ウ
グ
イ
ス
◆
ア
オ
ジ

◆
モ
ズ
◆
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ

◆
シ
ロ
ハ
ラ
◆
ム
ク
ド
リ

◆
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
♀
♂

◆
ツ
バ
メ
◆
コ
ゲ
ラ

●
カ
ワ
セ
ミ
●
ウ

●
ミ
サ
ゴ
●
ヒ
ド
リ
カ
モ

●
コ
サ
ギ
●
マ
ガ
モ

●
黄
セ
キ
レ
イ

●
白
セ
キ
レ
イ

●
ア
ジ
サ
シ

赤
●
コ
バ
ン
●
オ
オ
バ
ン

●
オ
ナ
ガ
ガ
モ

●
オ
オ
バ
ン
の
飛
ぶ
姿

●
ゴ
イ
サ
ギ

上
の
大
き
な
写
真
は
と
て

も
珍
し
く
４
種
類
の
サ
ギ
が

い
ま
す
。
右
か
ら

●
ア
オ
サ
ギ
（
右
前
）

●
ゴ
イ
サ
ギ
（
後
ろ
の
鳥
）

●
シ
ラ
サ
ギ
（
全
身
白
色
）

●
ア
マ
サ
ギ
（
黄
色
の
頭
）

◎
国
土
交
通
省
（
緑
川
）

◎
熊
本
市
動
植
物
園

◎
草
野
康
文
（
２
町
内
）

◎
村
田
幸
博
（
２
町
内
）
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川尻校区 の
野
鳥
た
ち

さあ！ いくつ名前がわかるかな？
水辺の鳥 森や草原の鳥

川
尻
校
区
で
見
れ
る

鳥
の
紹
介

写
真
の
提
供

森
や
草
原
の
鳥

水
辺
の
鳥


